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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号２

　

今
回
の
な
ぎ
な
た
交
流
大
会
は
、

　

都
府
県
と　

政
令
指
定
都
市
の　

２６

１２

４０

チ
ー
ム
（
茨
城
県
３
チ
ー
ム
）
約
１

５
０
人
の
選
手
・
監
督
が
参
加
し
、

茨
城
県
な
ぎ
な
た
連
盟
の
競
技
主
管

の
も
と
、
常
陸
大
宮
高
等
学
校
生
徒

を
競
技
補
助
員
と
し
て
演
技
競
技
、

交
流
試
合
（
団
体
戦
）、
交
歓
試
合

（
個
人
戦
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
健
康
づ
く
り

教
室
や
出
店
・
お
も
て
な
し
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

開
始
式
や
表
彰
式
の
式
典
に
は
、

大
宮
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
、
ま
た
、

運
営
補
助
員
と
し
て
大
宮
中
学
校
、

第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
山
方
中
学
校
の
生
徒
の
ご
協
力

を
得
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
１
日
目
の
開
始
式

後
の
公
開
演
武
で
は
、
天

道
流
・
直
心
影
流
派
の
先

生
方
に
よ
る 
薙  
刀  
術 
を
、

な
ぎ 
な
た 
じ
ゅ
つ

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
常
陸
大
宮
市
ね
ん

り
ん
ク
ラ
ブ
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
を
披
露
し
選
手
団
の

歓
迎
を
し
ま
す
。

　

大
会
２
日
目
の
表
彰
式

後
に
は
、
塩
田
小
学
校
児

童
に
よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
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　ねんりんピック茨城2007が、11月10日～13日に県内各会場で開催され

ます。市内では、西部総合公園体育館でなぎなた交流大会（出場対象者60歳

以上）が行われ、併せて健康づくり教室や地場特産品等の販売などのイベン

トが開かれます。全国の名手たちの技を見ることができる絶好の機会です。

ぜひ、皆さんで応援にお越しください。

▲先催県（静岡市）でのアトラクションの様子

▲試合競技の様子 

 と き 11月11日 （日）・12日 （月）

 場 所 常陸大宮市西部総合公園体育館（工業団地25）

 内 容 

12日 （月）11日 （日）

午前９時10分～ 交歓試合
午前11時～ 交流試合（３回戦～）
午後１時20分～ 表彰式
午後２時～ アトラクション

午前10時30分～ 選手入場・開始式
午前11時30分～ 公開演武
正午～ アトラクション
午後１時20分～ 演技競技
午後３時～ 交流試合
 （団体戦２回戦まで）



広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号３

 「
西
塩
子
の
回
り
舞
台
」、
保
育
園

児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
「
龍
雅
・
ね

ん
り
ん
太
鼓
」
を
披
露
し
大
会
最

後
を
飾
る
予
定
で
す
。

＊
駐
車
場
は
、
子
供
の
広
場
前
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
J
R
常
陸
大
宮
駅
か
ら
会
場
ま
で

は
、
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
ま
す
。

　選手・来場者に健康管理

等を啓発するため、「茨城

県立医療大学」「歯科医師」

 「理学療法士」「保健師」に

よる健康相談、体力測定等

を行います。

　出店コーナーでは、「商

工会」「JA茨城みどり」な

どにより、地場特産品など

の販売を行います。

　また、おもてなしコー

ナーでは、「やまがた芋煮

会実行委員会」による、い

も煮汁の提供を行います。

　

団
体
戦
と
個
人
戦
が
あ
り
、
定
め
ら
れ

た
部
位
（
面
部
、
小
手
部
、
胴
部
、
脛
部
、

咽
喉
部
）
を
、
確
実
に
早
く
打
突
し
て
勝

負
を
競
い
ま
す
。
技
は
、
振
り
あ
げ
、
持

ち
か
え
、
振
り
返
し
等
の
操
作
を
し
な
が

ら
、
打
突
部
位
を
打
っ
た
り
突
い
た
り
し

ま
す
。

　

敏
速
な
動
き
の
中
か
ら
打
突
の
機
会
を

見
い
出
し
、
全
力
を
あ
げ
て
技
を
競
い
合

い
ま
す
。
相
手
に
対
し
て
、
よ
い
間
合
い

か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
技
を
出
す
こ
と
が

勝
利
に
結
び
つ
き
ま
す
。

　

な
ぎ
な
た
競
技
は
、「
試
合
」と「
演
技
」

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

試
合
競
技
は
、
防
具
を
身
に
つ
け
、
定

め
ら
れ
た
部
位
を
互
い
に
打
突
し
て
勝
負

を
競
い
、
ま
た
、
演
技
競
技
は
、
防
具
を

身
に
つ
け
ず
、
指
定
さ
れ
た
形
を
対
人
で

行
っ
て
そ
の
技
を
競
い
ま
す
。

　

演
技
競
技
は
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟

の
「
し
か
け
」「
応
じ
」
８
本
の
中
か
ら
定

め
ら
れ
た
３
本
を
、
２
人
１
組
の
演
技
者

に
よ
っ
て
行
い
、
そ
の
技
の
優
劣
を
競
い

合
い
ま
す
。
な
ぎ
な
た
の
技
の
向
上
を
は

か
る
と
と
も
に
、
正
し
い
な
ぎ
な
た
の
普

及
、
発
展
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
競
技

で
す
。

　

演
技
の
判
定
基
準
と
な
る
も
の
は
、
演

技
者
双
方
の
姿
勢
、
服
装
、
態
度
、
発
声
、

呼
吸
と
気
持
ち
が
調
和
し
て
い
る
か
、
打

突
部
位
を
正
確
に
気
魄
に
満
ち
た
打
突
を

し
て
い
る
か
、
残
心
、
間
合
、
手
の
内
、

着
眼
等
理
合
に
か
な
っ
た
技
で
あ
る
か
、

見
る
人
に
感
動
を
与
え
た
か
な
ど
の
点

で
す
。
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▲先催県の様子

▲先催県の様子

〈会場案内〉

【【【【【【【【【【【【【【問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせ先先先先先先先先先先先先先先】】】】】】】】】】】】】】 【問い合わせ先】
本庁介護高齢課ねんりんピック開催推進室

�52-1111　内線173



広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号４

■職員の給与の状況（平成19年４月１日現在）　 

（１）平均給料月額、平均年齢の状況

平均年齢平均給料月額区　分

４４歳１１月３４８，６００円一般行政職

４８歳０月２７４，３００円技能労務職

（２）初任給の状況

高校卒短大卒大学卒区　分

１３８，４００円１５１，０００円１７０，２００円一般行政職

１５６，２００円１７３，３００円１９５，０００円消 防 職

１３５，６００円－－技能労務職

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満区　分

３５６，４００円３２５，６００円２７６，５００円大学卒一
般
行
政
職

３１２，７００円２８０，６００円２４８，９００円短大卒

３２９，１００円２７４，６００円２３５，６００円高校卒

（３）経験年数別平均給料月額の状況
（４）特別職の報酬等の状況

期末手当給料・報酬の月額区　　　分

６月期　１.７月分
１２月期　１.６月分

計　３.３月分

８２０，０００円
給　
　

料

市 長

６４３，０００円副 市 長

６１２，０００円収 入 役

６００，０００円教 育 長

３３４，０００円報　

酬

議 長

２９０，０００円副 議 長

２６０，０００円議　 　 　 員

（５）主な職員手当の状況

支 給 額 等手 当 名

扶養親族を有する職員に支給　配偶者１３，０００円／月　配偶者以外６，０００円／月
扶養親族である満１６歳から満２２歳の年度末までの者は５，０００円加算

扶 養 手 当

自己所有の家に居住するか、借家等に居住し家賃を支払っている職員に支給
借家・借間：家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給（家賃１２，０００円を超える場合に限る）
自　　　宅：月額２，５００円（新築又は購入し５年間に限る）

住 居 手 当

　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年常陸大宮市条例第２号）第６条の
規定に基づき、市職員の任免、給料、勤務状況についてお知らせします。

■職員の任免及び職員数に関する状況（平成18年度）　 

（１）採用者・退職者数の状況

※医療職員とは、医師、栄養士、保健師、看護師等をいいます。
※技能労務職員とは、単純な労務に雇用される職員で、自動車運転手、技術員、調理手等をいいます。
※退職者数のその他とは、自己都合、死亡、免職等による退職です。

退　　職　　者　　数（H１８.４.１～H１９.３.３１退職）採　用　者　数（H１８.４.１採用）
区　　分

合　計その他勧　奨定　年合　計短大・高校卒大学卒

７４３一 般 職 員

医 療 職 員

３２１３２１消 防 職 員

２２技能労務職員

１２６６３２１合　　計

（２）職員数の状況

合計
公営企業等会計部門特別行政部門一 般 行 政 部 門

区　分
小計国保

介護
下水
道水道病院小計消防教育小計土木商工農林

水産衛生民生税務総務議会

６３１６８１２１７２８１１１８６８０１０６３７７４９１１４６３７７８２５１２４７H１８．４．１



広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号５

支 給 額 等手 当 名

通勤距離が１km以上の職員に支給　１０kmまで８００円/km・１０km以上２００円/km（限度額１４，６００円）通 勤 手 当
正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
勤務日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×１.２５
週休日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×１.３５
午後１０時から翌日の午前５時までの勤務の場合は、それぞれ０．２５加算

時間外勤務
手 当

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とする職員に支給
＜代表的な手当の例＞
①市税事務特殊勤務手当　市税の賦課及び徴収に関する事務に従事した職員　月額２，０００円
②火葬場斎場業務特殊勤務手当　火葬場斎場業務に従事した職員　月額５，０００円
③社会福祉業務手当　福祉事務所において、生活保護を担当する職員　月額５，０００円
④簡易水道事業に従事する職員の特殊勤務手当　簡易水道事業に従事した職員　月額２，０００円
⑤消防業務出動特殊勤務手当　火災その他の災害に出動した職員　１回３００円
⑥救急業務出場特殊勤務手当　救急業務に従事した職員（救急救命士）１回５１０円　／　（一般隊員）１回３００円
⑦救急救命士特殊勤務手当　救急隊員のうち救急救命士の資格を有する職員　　月額５，０００円
⑧水道業務手当　水道業務に従事した職員　　月額２，０００円

特殊勤務手
当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期期末手当基礎額×１.４月分
１２月期　　　〃　　　×１.６月分

※期末手当基礎額　給料月額＋扶養手当＋役職加算額（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５％～１５％を加算した額）
期 末 手 当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期勤勉手当基礎額×０.７２５月分
１２月期　　　〃　　　×０.７２５月分

※勤勉手当基礎額　給料月額＋役職加算額（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５％～１５％を加算した額）
勤 勉 手 当

宿日直勤務をした職員に支給　勤務１回につき　４，２００円宿日直手当

勧奨・定年自 己 都 合支 給 率

退 職 手 当

３０．５５月分２３．５ 月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５ 月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５ 月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（４５～５９歳対象２％～３０％加算）その他の加算措置

期　　　　　　　間理　　　　　　　由

妊娠の期間中７日を超えない範囲
妊娠中の女子職員が妊娠嘔吐（つわり）のため勤務
することが困難な場合

出産の日までの申し出た期間
６週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）以内
に出産する予定である女子職員が申し出た場合

出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間職員が出産した場合

その都度必要と認める時間。ただし、２時間職員が生後満１年に達しない子を育てる場合

１日父母の祭日の場合

死亡者により１日から最大１０日忌引の場合

７日を超えない範囲内で必要と認められる期間職員が結婚する場合

出産予定日前１６週間目に当たる日から出産の日後２週間以内に２日以内職員の妻が出産する場合

１年に５日以内
小学校就学の始期に達するまでの子を看護のため勤
務しないことが相当であると認められる場合

特別休暇の主なもの

■職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成19年４月１日現在）　 

（１）勤務時間

勤 務 時 間 等区　分

午前８時３０分から
 午後５時１５分まで

勤務時間

※特別の勤務に従事する職員（保育所に勤
務する職員等）については上記とは異な
ります。

（２）休　暇

休　暇　期　間　等種　類

１の年について２０日　ただし、２０日を限度に繰り越せる年次休暇

１年以内において、公務、私事による負傷又は疾病のため
に療養する場合で、必要と認める期間

療養休暇

選挙権の行使、結婚、出産等の他特別の理由により勤務し
ないことが相当である場合

特別休暇

配偶者、父母、子等の親族を負傷、疾病又は老齢により、２週
間以上にわたり介護する職員に対し、６月を限度に付与（無給）

介護休暇

（５）主な職員手当の状況（続き）



広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号６

■職員の服務の状況（平成18年度の新規承認者）　 
（１）育児休業承認状況

計女性男性区　　分

４４－取　得　者　数

３月以下

承
認
期
間

１１３月超え６月以内

６月超え９月以内

３３９月超え１年以内

１年超え１年３月以内

１年３月超え

（２）介護休暇承認状況
計女性男性区　　分

－－－取　得　者　数

１月以下

承
認
期
間

１月超え２月以内

２月超え３月以内

３月超え４月以内

４月超え５月以内

５月以上

■職員の研修の状況　 
職員に対する主な研修は「自治研修所」、「市単独」で行われているものです。

受講者数研修名又は概要区　　分

７概ね３１歳から３３歳までの非役付職員吏 員 第 ４ 部
階
層
別
研
修

１３係長級に昇任した職員新 任 係 長 課 程

６課長補佐級に昇任した職員新任課長補佐課程

３課長級に昇任した職員新 任 課 長 課 程

２部長級に昇任した職員新 任 部 長 課 程

６地方自治講座、法制執務講座行 政 基 本特
別
研
修

４政策形成基礎講座政 策 研 究

３１意思決定訓練講座、クレーム対応能力向上講座、マナー研修自 己 開 発

１３茨城県派遣、一部事務組合派遣、公益法人等派遣派　遣　研　修

■職員の福祉及び利益の保護の状況（平成18年度）　 
（１）厚生福利

○茨城県市町村職員共済組合
職員は茨城県市町村職員共済組合の組合員が対象です。
共済組合には次の事業があります。

事　業　概　要事 業 名

組合員とその家族の病気、ケガ、出産、死亡、休
業又は災害に対して、必要な給付を行う。

短期給付事業

組合員の退職、障害又は死亡に対して年金又は一
時金の給付を行う。

長期給付事業

健康診断などの健康の保持増進事業、保養施設の
運営、住宅資金の貸付けなどを行う。

福 祉 事 業

（２）公務災害補償の状況
認定件数２件

■公平委員会に係る業務の状況　 

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

－平成１８年度申立件数

不服申立ての概要　

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

－平成１８年度要求件数

措置要求の概要　　

■職員の分限及び懲戒処分の状況（平成18年度）　 

（１）分限処分の状況

合計休職免職降任処　分　事　由

勤務実績が良くない場合

１１心身の故障の場合

職に必要な的確性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を生
じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

１１－－合　　　計

（２）懲戒処分の状況

合計免職停職減給戒告処　分　事　由

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し又は
職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合

－－－－－合　　　計

■問い合わせ先■　本庁総務課職員係　�52-1111　内線312
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　市税は、まちづくりの貴重な財源です。皆さんの暮らしにいかされます。

◆お早めに納税相談を◆
　病気、失業、災害等のやむ得
ない事情がある場合は、納税条
件を守っていただくことを条件
に納期を延ばしたり、分割して
納付することができます。ま
た、何もせずに滞納のまま放置
しておくと督促、差し押さえを
受けることになりますので、早
めに相談しましょう。

本庁市民部収納課
�52－1111内線125・126

各総合支所市民課出納税務係
山　方　�57-2121
美　和　�58-2111
緒　川　�56-2111
御前山　�55-2111

　そのむかし、紙は一枚一枚手で漉かれていました。現在も西ノ内紙が生産されている常陸大宮市内は、ほぼ全域
が有名な紙の産地で、その生産高は水戸藩の財政を支えるほどでした。紙漉きは農家の副業でしたので、もっぱら
冬の農閑期を利用して生産されていました。十分な暖房もない当時の冬の水仕事は、つらく厳しいものだったろう
と、現代の我々にも容易に想像できます。
　以前「ふるさと見て歩き」にも紹介しましたが、水戸藩二代藩主徳川光圀は、城中の侍女たちが紙を浪費するの
を嘆き、市内松之草（緒川地域）に侍女たちを遣わして過酷な寒中の紙漉きの様子を見せ、紙を大切に使うよう諭
しました。戦前は国語や修身の教科書にも採り上げられていた有名な逸話です。
　紙はリサイクルの優等生で、すでに平安時代から役所で大量に出る古紙を再生して使っています。（当時の再生
紙を 宿  紙 といいます。）また、不要になった書付や帳面の紙を襖の裏張りにしたり、細く切って撚りを掛けて糸とし

しゅく し

織物にする（ 紙  布 ）など、貴重な紙を無駄にすることはありませんでした。現在も、国内で消費される紙の原料の
し ふ

57％が古紙とのことですが、残りの43％は木材パルプです。日本人一人当たりの一年間の紙の消費量は239㎏ で
世界第７位。１日当たり655ｇ、Ａ４判（この広報紙の大きさ）の紙130枚分に相当するそうです。これは、世界平
均消費量の4.5倍です。木材パルプには製材残材や植林による木材も使用されますが、３分の１は貴重な天然林が
使われており、そのほとんどが価格の安い海外原料です。
　現在の私たちは、製紙の機械化により、何不自由なく紙を使っています。2003年に日本で消費した紙のために、
原料として伐採された木は1,405万トン。直径22㎝、長さ18mの杉の木に換算すると、なんと１億１千万本になる
そうです。未来のために、貴重な海外の原生林が私たちのために切り倒されている様子を想像し、重く受け止めて、
黄門様の故事にならって生活を見直してはいかがでしょうか。　　　　　　（参考資料　JATAN　ホームページ）
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平成��年度�滞納処分件数
●預金差押 97件
●その他の債権差押 18件
●不動産差押 ７件
●不動産参加差押 ４件
●茨城租税債権管理機構移管
 ５件
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　大宮地方環境整備組合では、施設から排出される排ガスとダイオキシン類濃度測定を実施しました。
　排ガス測定は、それぞれ燃焼の際に発生するばいじん量、窒素酸化物濃度、塩化水素濃度を測定し、また、ダ
イオキシン類濃度測定は、排出ガス、ばいじん、焼却灰に含まれるダイオキシン類の量を測定しました。これら
排出基準値は法律によって定められており、今回の測定結果は、排出基準値を下回りましたので環境に問題あり
ません。

塩化水素濃度（ｍg/Nm 

3）窒素酸化物（ppm）ばいじん量　（g/Nm 

3）
施　　設　　名

環境センター（１号炉）

排出基準値測定結果排出基準値測定結果排出基準値測定結果測　　定　　日

７００３６２５０１６００．１５０．００５未満平成１９年１月１７日

塩化水素濃度（ｍg/Nm 

3）窒素酸化物（ppm）ばいじん量　（g/Nm 

3）
施　　設　　名

環境センター（２号炉）

排出基準値測定結果排出基準値測定結果排出基準値測定結果測　　定　　日

７００２７２５０１０９０．１５０平成１９年４月１９日

焼却灰

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

ばいじん

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

排出ガス

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

施　　設　　名

環境センター（１号炉）

排出基準値測定結果排出基準値測定結果排出基準値測定結果測　　定　　日

３－３０．０００３５５０．３４平成１８年１１月１３日

焼却灰

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

ばいじん

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

排出ガス

毒性当量ng-TEQ/m 

3N

施　　設　　名

環境センター（２号炉）

排出基準値測定結果排出基準値測定結果排出基準値測定結果測　　定　　日

３０．００１４３０．９４５０．１６平成１９年６月７日

塩化水素濃度（ｍg/Nm 

3）窒素酸化物（ppm）ばいじん量　（g/Nm 

3）
施　　設　　名

環境センター（２号炉）

排出基準値測定結果排出基準値測定結果排出基準値測定結果測　　定　　日

７００５未満２３０３５０．３５０．０６１平成１９年４月１９日
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※焼却灰は年間１炉の検査
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８
月
３
日
、
大
宮
土
木
事
務
所
や
地
域
内

建
設
業
者
、
消
防
本
部
、
Ｊ
Ａ
茨
城
み
ど
り
、

緒
川
中
学
校
、
小
瀬
・
八
里
小
学
校
、
交
通

安
全
協
会
緒
川
支
部
、
緒
川
総
合
支
所
職
員

に
よ
り
、
緒
川
地
域
内
の
主
要
幹
線
道
路
の

こ
さ
払
い
を
実
施
し
ま
し
た
。　

＊
こ
さ
払
い
と
は
、
東
日
本
限
定
で
使
わ
れ

て
い
る
方
言
で
、
道
路
や
田
畑
の
周
り
の

邪
魔
な
枝
を
払
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

７
月　

・　

日
、
宿
里
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ

２３

２５

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
夏
休
み
期
間
中
の
子

ど
も
の
交
通
事
故
防
止
と
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
美
和
地
区
交
通
安
全
母
の
会
主
催
に
よ

る
交
通
安
全
映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
交
通
指
導
員
に
よ
る
交
通
に
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����������������
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８
月　

日
、
図
書
情
報
館
で
「
よ
る
の
お

２４

は
な
し
会
」
が
開
催
さ
れ
、　

家
族
１
１
６

３８

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

館
内
の
照
明
を
消
し
た
暗
闇
の
中
で
の
ブ

ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
お

話
に
、
子
ど
も
た
ち
は
物
語
の
中
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
階
段
や
廊
下
、

い
つ
も
は
入
れ
な
い
閉
架
書
庫
な
ど
で
は
、

提
灯
や
大
仏
、
怪
人
や
長
髪
の
お
面
な
ど

が
、
子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
、
肝
だ
め
し
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
昼
間
と
は
違
っ
た
図
書

情
報
館
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
こ
わ
い
ひ
と
と
き
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７
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
「
夏
の
交

２０

２０

通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
、
山

方
地
域
で
も
、
運
動
の
一
環
と
し
て
、
８
月

３
日
に
国
道
１
１
８
号
上
で
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
警
察
署
を
は
じ
め
交
通
安

全
協
会
山
方
支
部
及
び
交
通
安
全
母
の
会
山

方
支
部
な
ど
関
係

団
体
の
協
力
の
も

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
安

全
運
転
へ
の
注
意

を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
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関
す
る
○
×
ゲ
ー
ム
に
よ
る
交
通
教
室
な
ど

も
実
施
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
小
学
生
や
保

護
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
楽
し
く
学
び
ま

し
た
。

河野脩さん（高部）宅地内の栗の木から、巨大　河野脩さん（高部）宅地内の栗の木から、巨大

なきのこが発見されました。なきのこが発見されました。

このきのこ、小さなものは、30cm×40cm、重　このきのこ、小さなものは、30cm×40cm、重

さは1.35kg、大きなものは、45cm×45cm、重さは1.35kg、大きなものは、45cm×45cm、重

さ４kgもあり、「オオミヤマトンビマイタケ」とさ４kgもあり、「オオミヤマトンビマイタケ」と

いうきのこで、食べることができるそうです。いうきのこで、食べることができるそうです。

あまりの大きさに近所の人もびっくりしていま　あまりの大きさに近所の人もびっくりしていま

した。した。
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▲宿里ふれあいコミュニティセンター
での様子

▲こさ払いの様子

を
過
ご
し
ま
し
た
。

����������
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　三美子ども会による盆踊り、カラオケ大会が１５０人ほ
どの区民の協力を得て、８月１４日公民館広場で開催され
ました。今年は、特別に地元鹿島神宮に奉納されている
神輿を６０年ぶりにお披露目され、当時の昔話に想いを馳
せる方もいました。

　８月１８日には、小野子ども会と若い方を中心に作られた友
和会による「盆踊りとみんなの集い」が小野運動公園で開催
されました。会場には、２５０人を越える区民の方が集まり、盆
踊りやバーベキューなど、よりいっそうの親睦を深めました。
　また、今年は特別出演「稚華組」の方たちのよさこいソー
ランもあり、賑やかに夏の夜のひとときを楽しみました。

▲

小
野
地
区

▲

三
美
地
区
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　市内の小学校６年生を対象とした「ふれあいの船」事業が、A班（７／２２～７／２６）・B班（７／３０～
８／３）の２班に分けて実施されました。
　今年は、児童４０１人と引率者５１人が、北海道・富良野方面へ５日間（船中２泊）の旅へ。美しい大自
然の中で、みんなで協力し合いながら、アイスクリーム作りやサイクリングなどにチャレンジしました。
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常
陸
大
宮
市
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
語
学
力
の
向
上
を
図
る
」「
国
際

相
互
理
解
を
深
め
る
」「
視
野
を
広
め
、
豊
か
な
人
材
育
成
を
目
指
す
」
と
い
う
目
的
で

中
学
生
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
市
内
の
中
学
３
年
生　

人
と
引
率
者
８
人
の　

人
の
団
員
は
、
８
月　

６９

７７

１４

日
に
日
本
を
発
ち　

日
ま
で
の
８
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ハ
イ

２１

ス
ク
ー
ル
で
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
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☆順不同・敬称略

　７月１９日から１０日間にわたって、西部総合公園テニ
スコートで、小学生から一般の初心者３９人が参加し
て、テニス教室が開催されました。
　週２回の教室では、市テニス連盟の方が指導にあた
り、初心者の
方も最終日に
は、ダブルス
で試合ができ
るようになり
ました。

����������

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７月１６日、緒川地域体育協会　教育委員会緒川事務
所主催により、緒川運動公園で開催されました。

優　勝

　小舟チーム

準優勝

　国長チーム

�������	

　夏休み期間中、小学生を対象とした水泳教室が、各
地域で開催されました。
　御前山地域（７月２６日・２７日）では、長倉小学校・
野口小学校のプールにおいて、地域内の小学校１年生
から６年生１１人が参加して実施されました。
　子どもたちは、指導を真剣に受けて、２日間で上手
に泳げるようになりました。
　大宮地域（７月２６日～８月５日）では、大宮小学校
のプールを利用し
て、地域内に住む小
学校３年生から６年
生６７人が受講し、子
どもたちは楽しく、
真剣に指導を受けて
いました。
　最終日には、記録会も行われ、それぞれよい記録が
残せたようです。
　美和地域（８月６日～１０日）では、嶐郷・檜沢小学
校プールにおいて、地域内の小学校１年生から６年生
１０１人が参加して実施されました。

　子どもたちは、市
の体育指導委員や民
間スイミングスクー
ルのコーチから指導
を受けながら、楽し
く泳いでいました。
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▲大宮地域の水泳教室

▲美和地域の水泳教室

優勝した小舟　 ▼

チームの皆さん　

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７月１９・２０日の２日にかけて、緒川地域体育協会、
教育委員会緒川事務所主催によるママさんバレーボー
ル大会が、緒川中学校体育館で開催され、７チームの
参加がありました。

優　勝　下小瀬チーム

準優勝　川　西チーム

第３位　小舟上チーム

　　　　下　郷チーム

��������	
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　市バレーボール連盟大宮支部（中村稔支部長）主催
の大宮支部バレーボール大会が８月５日、西部総合公
園体育館で行われ、９チームの参加がありました。

優　勝　大賀ディアーズ

準優勝　大場ＶＣ

第３位　ＢＬクラブ
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▲優勝した大賀ディアーズの皆さん
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　８月２６日、嶐郷小学校、檜沢小
学校の各グランドにおいて、伝統
の美和地域ラジオ体操会が開催さ
れました。
　このラジオ体操会は、昭和５６年
に旧美和村でNHK夏季巡回ラジ
オ体操会が開催され、その記念と
して行われてきたのもで、今年で
通算２６年目。
　約３００人の参加者たちは、さわ
やかなひとときを過ごしました。
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　市教育委員会主催の第３回市お父さんソフトボール・ママさんバレー
ボール大会が８月１９日に行われました。
　お父さんソフトボールは、緒川運動公園グランドで開催され、１０チーム
の参加があり、ママさんバレーボールは、緒川中学校体育館で開催され、
７チームが参加しました。

お父さんソフトボール

優　勝

　若　林（大宮地域）

準優勝

　村　石（大宮地域）

第３位

　抽ヶ台（大宮地域）

ママさんバレーボール

優　勝

　盛　　和（山方地域）

準優勝

　村　　石（大宮地域）

第３位

　プライド（御前山地域）

▲優勝した若林チームの皆さん

▲優勝した盛和チームの皆さん

▲嶐郷小学校グランドにて
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号１６
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＊２後期高齢者の医療にかかる費用のうち、皆さんが医療機関窓口で支払う患者負担を除いた分を、公費（国、県、市
町村）が５割を負担、現役世代からの支援（若年者の保険料）が４割を負担し、残りの１割を後期高齢者の皆さん
から保険料として納めていただきます。
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①７５歳以上（一定の障害がある場合には６５歳以上）の方が対象となります。
②平成２０年３月に新しい保険証が１人に１枚送付されます。
③医療機関窓口での患者負担は、現在の老人保健と同様に原則１割負担、現役並み所得者（＊１）は３割負担と
なります。

　＊１課税所得が１４５万円以上の７０歳以上の方及び老人保健で医療を受ける方がいる世帯の受給者。
④保険料は、原則、年金からの天引きとなります。（年額１８万円以上の年金受給者の方）
　＊茨城県後期高齢者医療の保険料は、平成１９年１１月ごろに決定する予定です。
⑤後期高齢者医療制度の運営は、県内全市町村が加入する広域連合が行います。
⑥各種申請等の窓口業務、保険料徴収業務は今までどおり市町村が行います。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号１７
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「虹色のロンド」

木村　喜美江
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　７月６日、１２日、１３日、１８日に大場小学校１年生～６年生の児童へ、水府流吟道会師範宇留野敏水先
生が吟詠の指導を行いました。また１８日には、１年生の女子児童へ嫡流水府新刀流大輪電晃先生が舞の
指導を行いました。
　児童たちは、平成２０年度の第２３回国民文化祭・いばらき
２００８全国吟詠剣詩舞道祭で合吟、舞を発表するため、これ
から練習を重ねていきます。本年度は１１月１８日（日）に開
催されるプレ国民文化祭茨城県芸術祭吟詠剣詩舞道大会で
合吟を発表する予定です。
　児童たちは初めて体験する吟詠に興味津々で、元気に練
習を行っていました。今後の成長がとても楽しみです。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号１８
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　直径３．５mの大鍋で作る関東一の芋煮会。地元の
食材をふんだんに
使った特製の芋煮が
味わえます。その他特
産品販売や抽選会な
ど楽しいイベントが盛
りだくさんです。
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　美和地域特産のそばを使って、そば打ち体験や早
食い競争などが行われます。その他、実際に参加し
て楽しめるイベントが盛りだくさん。
　また、名人のそ
ば打ち実演で、名
人の妙技を間近で
ご覧になれます。
　当日は、けんち
んそばの無料試食
会もあります。
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　オープニングセレモニーを皮切りに、郷土芸能
の競演やキャラクターショー、お楽しみ大抽選会、
子ども会対抗綱引き大会などが行われます。また
約１００軒の企業・団
体が出店する模擬
店、バザー、ゲーム
コーナーも人気の
的です。
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　地域内の講座やクラブ活動による文化芸能発表
や、一般・児童生徒の作品展示。
　当日は、たくさ
んの模擬店が並ん
で地元のおいしい
ものが大集合。屋
外特設ステージで
は、楽しいショー
も行われます。
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　しいたけやねぎなど、選りすぐりの新鮮な特産物の
販売を行います。ま
た、餅つきやお楽し
みの試食コーナーもあ
り、その場で地元の
味覚を堪能できます。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号１９
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　消防団は、本業を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、消火
活動のみならず、地震や風水害等の大規模災害時の救助救出活動、避難誘導、災害防ぎょ
活動など非常に重要な役割を果たし地域住民の生命や財産を守るために活躍しています。
　消防ポンプ操法大会は、消防団員が一致団結し、規律とスピード・技を競う競技です。
地元の名誉と誇りを懸け、暑い真夏の夜をものともせず汗を流して訓練に励みました。
　８月２６日（日）、各支団の代表が消防広場に集結し「第３回常陸大
宮市消防ポンプ操法大会」が開催され、優秀な成績を残しました。中
でも優勝した支団は、９月３０日（日）に大子町で開催される県北地区
大会に常陸大宮市の代表として出場します。
�ポンプ車の部 優勝 美和支団 ２位 緒川支団
�小型ポンプの部 優勝 美和支団 ２位 御前山支団
 ３位 大宮支団

　７月２５日、午前８時５０分頃、常陸大宮市若林地内で発生した交通事故
現場を通りかかった利根コカコーラボトリング（株）常陸大宮支店、社員
の佐藤武久さんは、すぐさま横転した車両より
負傷者を救出救護しました。
　また、この事故で軽トラックから火災が発生
しましたが、近くの修理工場経営の鈴木一浩さ
んが消火器等を使い初期消火し、被害を最小限
に食止めました。
　市消防本部はこの２人に８月６日、それぞれ
相沢武夫消防長より感謝状を贈呈しました。
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　平成１６年６月に消防法が
改正され、全国一律に平成
１８年６月１日からすべての
住宅に住宅用火災警報器の
設置が義務付けられました。
　市条例では既存住宅への
適用時期を平成２０年６月１
日としていますので、早め
に設置しましょう。

　自動車に物干し竿等を陳列して巡回する移動販売による被害が
増加傾向にあります。「２本１，０００円」などと宣伝して別の高額な
竿を売ったり、竿を切って長さを調整してしまって買わざるを得
ない心理に陥らせて販売するケースがあります。移動販売を利用
すると、お店から自宅まで品物を運ばなくてもよいなど利点もあ
りますが、自ら呼び止めて購入している場合は、訪問販売に当て
はまらずクーリング・オフの対象になりませ
ん。また、移動して販売していることや、事
業者名や連絡先がわからないことから事業者
を特定することが出来ないことも多く、一度
代金を支払ってしまうと、解約や返金などの
実質的な被害の回復は困難なのが現状です。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																										

























�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
��������������������������������������������������������������������������������������������												











�������������������������������������������������������������������������������������������������������	
��������

≪問い合わせ先≫
茨城県消費生活センター � ０２９－２２４－４７２２
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）
 � ５２－２１８５（直通）
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年９月号２０

　

今
か
ら
三
百
五
十
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時
代

前
期
、
水
戸
藩
領
を
中
心
に
活
躍
し
た
御
前

山
生
ま
れ
の
禅
僧
、
連
山
交
易
禅
師
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
	

��
�

　

連
山
禅
師
は
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年

八
月
十
五
日
、
御
前
山
地
域
上
伊
勢
畑
沼
ノ

上
の
地
で
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

父
は
岸
四
郎
右
衛
門
で
、
こ
の
一
代
前
か
ら

上
伊
勢
畑
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
幼
少
の
頃
か
ら
仏
教
へ
の
向
学
心
を
見

せ
て
い
た
連
山
は
十
三
歳
で
浅
草
に
養
子
に

出
さ
れ
ま
し
た
が
信
仰
心
を
捨
て
ず
、
三
年

で
故
郷
に
帰
り
、
長
倉
の
蒼
泉
寺
で
出
家
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
水
戸
藩
の
郡
奉
行

を
務
め
て
い
た
矢
野
九
郎
右
衛
門
長
重
に
そ

の
才
能
を
見
出
さ
れ
、
援
助
を
う
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
二
十
才
で
京
都
に
遊
学

し
、
宇
治
の 
興  
聖  
寺 
に

こ
う 
し
ょ
う 
じ

 
万  
安  
和  
尚 
を
訪

ば
ん 
あ
ん 

お 
し
ょ
う

ね
ま
し
た
。
万
安
和
尚
は
江
戸
時
代
に
お

け
る
曹
洞
宗
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
名
僧

で
、
曹
洞
宗
の
教
義
や
規
律
が
乱
れ
て
い

る
こ
と
を
嘆
き
、
大
寺
院
か
ら
の
招
き
を

断
り
、
興
聖
寺
を
根
拠
に
教
学
の
建
て
直

し
を
企
図
し
つ
つ
、
布
教
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
高
い
理
想
と
厳
し
い
理
念
の

下
に
曹
洞
宗
を
再
興
し
よ
う
と
し
て
い
た

万
安
は
連
山
に
出
会
い
、
宗
派
の
将
来
に

光
を
見
出
し
た
と
い
い
ま
す
。
連
山
も
ま

た
万
安
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
二
年
後

に
帰
郷
す
る
と
禅
の
教
典
の
講
義
や
注
釈

の
執
筆
を
精
力
的
に
こ
な
し
、 
竜  
谷  
院 

り
ゅ
う 
こ
く 
い
ん

 （
城
里
町
）、 
蒼  
竜  
寺 
（
水
戸
市
）
を
経
て

そ
う 
り
ゅ
う 
じ

 
大  
雄  
院 
（
日
立
市
）
住
職
と
な
り
二
十
年

だ
い 
お
う 
い
ん

の
日
々
を
修
行
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
続

い
て
大
中
寺
（
栃
木
市
）
に
入
っ
て
曹
洞

宗
の 
僧  
録  
司 
（
全
国
の
曹
洞
宗
寺
院
の
完

そ
う 
ろ
く 
す

務
を
統
括
す
る
役
職
）
と
な
り
、 
永  
平  
寺 ・

え
い 
へ
い 
じ

 
総  
持  
寺 
の
本
山
に
次
ぐ
位
の
寺
院
を
任
さ

そ
う 
じ 

じ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
連

山
は
ひ
た
す
ら
に
宗
風
の
復
興
を
願
う
の

み
で
役
職
や
栄
誉
を
嫌
い
、
僧
録
司
就
任

に
つ
い
て
も
深
く
後
悔
す
る
気
持
ち
を
表

し
た
漢
詩
を
多
く
詠
ん
で
い
ま
す
。
自
責

の
念
に
さ
い
な
ま
れ
つ
つ
二
年
を
過
ご
す

と
大
中
寺
を
去
り
、
光
圀
の
招
き
を
請
け

て 
天  
徳  
寺 
（
常
陸
太
田
市
）
の
住
職
を
務

て
ん 
と
く 
じ

め
、
光
圀
と
の
親
交
を
深
め
つ
つ
、
著
述
活

動
を
展
開
し
六
十
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
��
	
�

　

連
山
禅
師
の
墓
は
上
伊
勢
畑
沼
ノ
上
の

岸
氏
の
墓
所
内
に
あ
り
ま
す
。

　

宗
派
を
超
え
て
仏
教
を
学
び
、
人
々
に

教
え
広
め
る
こ
と
に
努
め
た
連
山
禅
師
は

い
つ
し
か
学
業
成
就
に
霊
験
あ
ら
た
か
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
一
年
に
は
青
年
会
に
よ
っ
て
生
誕

三
百
年
記
念
碑
が
住
居
跡
と
い
わ
れ
る
場

所
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。「
原
」と
呼
ば
れ

る
そ
の
地
は
テ
ラ
ス
状
に
な
っ
て
お
り
、

邸
宅
跡
と
い
う
伝
承
も
う
な
ず
け
ま
す
。

今
か
ら
四
十
〜
五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
年

に
一
度
、
連
山
禅
師
の
お
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
旧
暦
の
八
月
十
五
日
に
上
伊

勢
畑
地
区
全
体
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
中

で
も
青
年
会
の
働
き
が
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。
禅
師
の
生
誕
三
百
年
記
念
碑
の
前

に
賽
銭
箱
が
置
か
れ
る
と
、
喜
捨
を
す
る

人
々
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
石
碑
か
ら
禅
師
の
墓
所
ま
で
「
お
灯
篭

付
け
」
が
行
わ
れ
、
青
年
会
が
梨
を
売
っ

た
り
す
る
な
ど
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
頃
ま
で
地
元
の

人
々
は
連
山
禅
師
を「
コ
ー
ギ
ョ
シ
サ
マ
」

（「
交
易
和
尚
様
」
が
訛
っ
た
？
）
と
い

う
名
で
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
コ
ー
ギ
ョ
シ
サ
マ
の

石
碑
に
腰
掛
け
た
り
落
書
き
を
し
た
り
す

る
こ
と
を
大
人
た
ち
は
決
し
て
許
さ
ず
、

「
勉
強
が
で
き
な
く
な
る
」
と
言
っ
て
戒

め
ま
し
た
。
今
は
墓
の
周
り
も
荒
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
再
び
子
ど
も
た
ち
に

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
疋
田
ス
ミ
子
氏
に
聞
き
取
り
調
査
に

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

������������������
れん ざん こう えき ぜん じ

▲連山が16才で出家した長倉蒼泉寺

▲連山禅師生誕三百年記念碑と伝邸宅跡
 （石碑のうしろ）
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交
流
運
動
（
ハ
ッ
ス
ル
き
っ
ず
隊
）
の
指
定

を
受
け
、
本
校
は
佐
賀
県
の
応
援
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
��
�
�

　

８
月　

日
に
、
本
校
運
動
場
を
会
場
に
、

１６

市
中
心
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
あ

き
な
い
組
』
主
催
で
、
第
２
回
盆
踊
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
の
児
童
や
職
員
も

参
加
し
、
灯
ろ
う
作

り
や
出
店
、「
大
声

コ
ン
テ
ス
ト
」
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

�
�
�
�
�
�
�

　

本
年
度
文
部
科
学
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

 「
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
に
よ
る
食
育
推
進
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

担
任
と
栄
養
教
諭
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
授
業
や
、
家
庭
へ
の
啓
発
資
料

と
し
て
の
広
報
紙
「
わ
が
家
の
朝
ご
は
ん
」

や 「
手
作
り
お
や
つ
レ
シ
ピ
」
の
募
集
な
ど
、

家
庭
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
宮
高
校
食
物
部
の
生
徒
と
の
交

流
に
よ
り
、
地
域

と
の
連
携
に
よ
る

食
の
指
導
も
進
め

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�	



　

本
校
は
、
常
陸
大
宮
市
南
部
、
旧
大
宮
町

市
街
地
に
所
在
し
、
中
世
の
城 
郭  
部 
垂
城
跡

へ 
た
れ

に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

現
在　

学
級
２
９
５
人
の
児
童
が
、
元
気

１４

に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

校
内
は
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動

に
取
り
組
み
、

プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
は
き
れ
い

な
花
で
満
開

で
す
。

　
　

月
に
開
催

１１
さ
れ
る
ね
ん
り

ん
ピ
ツ
ク
茨
城

２
０
０
７
で

は
、
一
校
一
県

�
�
�
�
��
�
	

　

二
学
期
の
大
き
な
行
事
と
し
て
、
児
童
の

祖
父
母
の
方
々
や
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
、
学
校
へ
招
待
し
、
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
た
交
流
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

交
流
会
の
内
容
は
、
各
学
年
・
学
級
の
計

画
に
よ
り
、
昔
遊
び
を
一
緒
に
行
っ
た
り
、

昔
の
生
活
（
道
具
に
つ
い
て
、
学
校
生
活
の

様
子
や
戦
争
に
つ
い
て
）
を
お
聞
き
し
た
り

す
る
な
ど
の
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

児童数：295人
(北町116　�52－0049）
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めざす児童像
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白菜 ３枚 水 ６００cc
粉寒天 １袋（４g） 砂糖 大さじ３

豆乳 ３００cc 砂糖 大さじ３
粉寒天 １袋（４g）
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①　白菜は、葉の部分を千切りにし、少し煮る。
②　①を少し冷ましてからミキサーに入れ、よく混ぜる。鍋に移し、
砂糖・粉寒天を入れ、沸騰させ型に流す。

③　白菜の茎を細かく切り、豆乳を入れてミキサーにかける。鍋に
移し、砂糖・粉寒天を加え沸騰させ、固まった②の上に流す。
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　雑誌のリサイクル市を行います。一人５冊以内で市
内在住者または、市内に通勤・通学者に限ります。
　なお、正午以降は、どなたでも何冊でもお持ちにな
れます。

・日　　時　　10月28日 （日）
午前10時～午後３時

・場　　所　　図書情報館前広場
・配布資料　　平成17年４月～

平成18年３月発行分の雑誌

�美和かわせみの会のおはなし会�����������
�ロゼのつどいのおはなし会������������	
�
�めばえの会のおはなし会�������������	

�どんどんちっちのおはなし会�����������	

�はみんぐばあどのおはなし会����������	
�
��������	
������������������

�文学散歩��������������������	

�雑誌リサイクル市���������������	�

�子ども放送局
�������	
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�読書週間�������	
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11日・25日
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No.

古紙配合率����再生紙を使用しています 

　絵本の楽し

さを知っても

らおうと絵本

500冊を積ん

だかわいい

キャラバン

カーが、８月７日に大賀保育所と図書

情報館にやってきました。

　めずらしい車に子どもたちも興味

津々。とても暑かったにもかかわら

ず、たくさんの子どもたちが集まりま

した。子どもたちは、キャラバンカー

の中にあるたくさんの絵本の中から、

お気に入りの絵本を選び、暑さも忘れ

て真剣に読んでいました。

　また、訪問隊員や読み聞かせボラン

ティアによる紙芝居やおはなし（読み

聞かせ）をたくさん聞き、子どもたち

は楽しいひとときを過ごしました。

�� �� �� �� ���� �� �� �� ��

美和・緒川・御前山地域の小学４～６年生の希望者37人　美和・緒川・御前山地域の小学４～６年生の希望者37人
の参加で行われたごぜんやま元気っ子体験村。の参加で行われたごぜんやま元気っ子体験村。
期間中は、御前山地域のボランティアの方々の協力によ　期間中は、御前山地域のボランティアの方々の協力によ

り、昔遊びやキャンプファイヤー、大洗「海の大学」でのり、昔遊びやキャンプファイヤー、大洗「海の大学」での
ライフセービング教室や海藻石鹸づくり、カヌーによる那ライフセービング教室や海藻石鹸づくり、カヌーによる那
珂川下りをはじめ、様々な体験を行い、地域とのかかわり珂川下りをはじめ、様々な体験を行い、地域とのかかわり
をを学び、参加した子ども達は一層たくましく成長しました。学び、参加した子ども達は一層たくましく成長しました。
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▲図書情報館での様子

常陸大宮市の人口（８月１日現在・推計常住者）

総人口４６，９１０人（男２２，９１５人、女２３，９９５人）
世帯数１６，２５５世帯
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（８月６日～10日　御前山青少年旅行村）
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山方地域の小学３～５年生の希望者44人が参加し、サ　山方地域の小学３～５年生の希望者44人が参加し、サ
マーキャンプが実施されました。マーキャンプが実施されました。
本年度は、旧盛金小学校を運営している盛金WACロー　本年度は、旧盛金小学校を運営している盛金WACロー

カルアクティベーション協議会と家和楽キャンプ場、山方カルアクティベーション協議会と家和楽キャンプ場、山方
地域青少年相談員の方々の協力により、行われました。地域青少年相談員の方々の協力により、行われました。
初日は樫の葉や漆の木屑を材料に草木染め、２日目はカ　初日は樫の葉や漆の木屑を材料に草木染め、２日目はカ

ヌーや川遊び、夜はキャンプファイヤー、最終日は盛金富ヌーや川遊び、夜はキャンプファイヤー、最終日は盛金富
士登山と盛りだくさん。猛暑の中、暑さに負けず元気いっ士登山と盛りだくさん。猛暑の中、暑さに負けず元気いっ
ぱい活動し友達との交流を深め、心に残る思い出となったぱい活動し友達との交流を深め、心に残る思い出となった
ことでしょう。ことでしょう。
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（８月８日～10日　旧盛金小学校）




